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(2)集 中荷重を受 ける
ローゼ桁橋の場合

支間1 5011ulのEl一ゼ桁模型をエポキシ樹脂板にて 2種 類 (上
・

下弦材の断面が等しく下弦材の水平な模型 1と 上弦材に比べ下弦

材の断面が大きく下弦材に少し反りをつけた模型 2)を 製作し、

支間中央点の下弦材に集中荷重P=8.53kgを 吊り下げ光弾性実験

を行なつた結果よりその力学的美観の評価を試みる。 (図
-4)

図-4の 等色線写真より推定し、下弦材に反りのついた模型の

の方が力学的美観上優れていると感ずるし、解析結果よりも力学

的経済性に富むことが確認出来たので、美観と経済性とは相関連

することが明らかとなつた。

(3)集 中荷重を受ける連続桁式逆ロ
ーゼ橋の場合

支間24呻+102mm+24111111の連続桁式逆ロ
ーゼ橋の模型 3種 類 (

図-5)を エポキシ樹脂板にて製作し、P=5.I Кgを載荷して光弾

性実験を行なつた結果よりその力学的美観の評価を試みる。

3種 類の模型中、上弦材の断面の大きな模型 (模型工)が 力学

的美観、力学的経済性の両面とも優れていることとなり、心理力

学的感覚に
~つ の法則が作 り出された。

3・ 総

光F」H性実験による構造物の力学的美観評価の試みは、全く新
しい軍

手法であるが力学的美観と力学的経済性の関連を追求する上におい

ても興F/kあるほか、箸色線島写真の熟練した観察力の養成と心理力学的

美観の正しい評価方法の発達のためになれば幸いである。
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